帯 医学 第 9 巻 第 1 号 :65 页 ~69 页 ，1960 年 3 月 65 


BBEIR? UTR hice Tc 


a0 


振 Bal 
台北 医学 院 寄生 躍 学 教室 (主任 : 县 振 苦 教授 ) 


(昭和 42 年 2 月 6 日 受付 ) 


A Malaria Parasite of the Bat in Taiwan 2 


Chen-Lan Wu 


TLE Cs Department, Taipei Medical College, Taiwan 
(Director: Prof. Chen-Lan Wu) 


Summary 


1) The present autFor succeeded in proving a malaria infection in 37 out of 146 
tats captured in Taiwan. 

2) Though there were several species of bats wien towed the infection, following 
three species were identified with Harpiocephalus harpia harpia Chairy winged bat), Murina puta 
KISHIDA (Formosan tube-nosed kat), and Hipposideros armiger terasensis KISHIDA (armor bearer 
horseshoe tat or formosan horseshoe tat). 

3) All parasites found in blood smears were gametocytes only, and no pigmented schizonts 
(ring form, amoetoid form and segment form) were to be seen. In comparison with the 
result of the present author’s study on Hepatocystes of formosan monkey CMacacus cyclopis), 
squirrel (Callosciurus erythraeus roberti, Call. eryth. centralis, Call. eryth. taiwanensis, Tameops 
macellandi formosanus.), and flying squirrel CPK の の 9: this examination-though 
defective-gives us a suggestion to presume that the parasite may be a ‘kind of Hepatocystes. 

A) A non-pigmented segment form including 12 spores was found in C group no. 22. 

' The similar parasite was found in tats with malaria infection in many parts of the world, 
but its appropriate name is undecided, for we have not any complete description about the 
parasite. Therefore, it must be avoides to decided the. nomenclature of mie parasite in - 
this paper, but a Hepatocystes infection is very probable. 

5) Though there are already a TumEer of reports about malaria from parts of the 
world, this is the first one in Taiwan. | 
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近 来 , マラ リ ア 学 に 於 いて , Plasmodidae 科 の Plasmo 
dium 属 ば か り で な く , Haemoprodidac#.Q Hepatocystes 
属 の 種 が 路 乳 動物 の マラ リア 原虫 の 一 分 野 と し て 注目 
され て きた が , UL OMG BISA MIR IT LAA ILI 
ん ご ど 出 現 せ ず , た と え そ れ が ある に し て も , 感染 血液 内 
Ce 你 

染 血 球 を も っ て する 他 の 動物 へ の 接種 試験 も 成功 
\ \, 循環 血液 中 に 出現 する も の は すべ て 生殖 母体 
(Gam etocyte) だ け で ある . Hepatocystes 属 は , LEVADITI 
& ScHOEN (1926 う が 1 頭 の ヒヒ Cbaboon) に 見 た と の 
種 の 原虫 の 為 に 設定 し た も の で , GARNHAM (1948) に 
よっ て Plasmodium Kochi に 感染 し た アフ リカ 猿 の 肝臓 
14erocyst が 発見 され て 再 認識 され た も の で ある . 以 
下 従来 当 種 Plasmodium(= Hepatocystes) と し て 報告 き 


れ た 原 京 を 宿す 員 乳 動物 及び その 産地 を 列挙 し て 見 る . 


Flying fox : New guinea 


Squirrel : Malaba, Malaya, Formosa (Taiwan) 
Flying squirrel : Himalaya, Formosa 


Mo nkey : Africa, Formosa 


Bat: many parts of the world oa Palestine 


etc. ) 

Baboon : French aiea 

: Rhodesia 

~ Hepatocystes (LEVADITI & SCHOEN 1932) Z GARNHAM 
、 一 派 だ けが Hepatocystis と 書い て いる 理由 は 不明 で あ 
る が , 同一 原虫 を さして いる と と は 疑 え な い の で , W 
列 に 論ずる こと に し た . ROS Sy Tit 
<1899 う の 報告 以来 , SRORBICH VY CHERE MDS 
この 種 の 原虫 が 見 出さ れ て いる が , 此 等 多数 の 研究 者 
の 研究 に も か か わら ず , 比 の 路 乳 動物 グル ー プ の マラ 
リア は 他 の 型 の マラ リア 原虫 に 比 し て 知ら れる 所 が 少 
な い . 然し , 前 述 の 如く , 次 の 様 な 事 は 確か で ある . 
5, 黄 褐 色 の 豊か な 微細 な 色素 を 有する 円 形 の 生 将 
母体 が 流血 中 に 見 られ , SHAT ERIS S. Eh 
媒介 に 就 い て は その 多く は 不明 . (Hepatocystes Kochi 
_ の 昆虫 媒介 は GARNHAMC1961 う に よっ て Culicoides adersi 
な る と と が 知ら れ た .) 蚌 晤 上 V REA OR RERA 
Hes OAL 物 に も ) は 成功 し な い . 

RODHAIN (1953) (cE O ARR MCI OAD 
原虫 を 検出 し , その 分 殖 体 を も 見 た が , 成熟 せる 分 裂 
形体 は 血液 塗 抹 標本 に も 臓器 塗 抹 標本 に も 証明 し 得 な 
— か っ た . 

分 殖 体 の 幼 若 期 は 輪状 を 呈し , 中 央 に 空 泡 Cvacuole) 

を 有する と と が ある と 言わ れ て いる が , 原形 質 は 非常 
ASS RASNSZA, 核 が 原虫 の っ 主 な る 部 分 を 占め 


Hippopotamus 


DIONISI — 


— て 人 見 られ る 事 が 多い . 


RopgArN の 見 た 例 を 除い て は , 此 ら の 形体 は すべ て 
発育 せる 生殖 母体 の 様 に 思わ れる と MANWELL (1946) 
は 述べ て いる . 生活 宿主 の 血液 及び 組織 に 於 け に る 此 
種 原 虫 の 検索 を 試み た 学者 は , RopgArn の 他 ( に も あっ 
た が , SaHURGAREPF は 唯一 人 分 殖 体 の 究明 を 主張 し て 
主として 肝 と 遥 た それ を 見 た と 人 述べ て いる 。 MANWELL | 
C1947) は New guinea の 幼 若 コッ モリ の 多数 に 就 い こ 
T, その 血液 及び 肛 い 器 組 織 塗 涼 標 本 を 検査 し た が 色素 
を 有する 分 像 形体 は 一 度 も 証明 し 得 な か っ た . 然し , 
一 方 , 血液 中 に 遊離 せる 無色 素性 の 分 殖 体 及 び 分 裂 形 
体 を 多数 証明 し た . 此 種 原虫 の 知見 の 不備 の 旋 と れ ら 
原虫 が 多種 か 1 種 か は 断定 出来 な い . DroNrsr は 2 種 の 
幼 若 カウ モリ に 2 種 の 原虫 を 発見 し ,, これ を Plasmodium 
melanipherum Be OPI, musinum と 命名 し た が , MANWELL 
は 単に 色素 の 差異 に よっ て 2 者 を 異種 と する 事 に 同意 
せ ず , お し ろ 同 一 種 な らん と 言う 意見 を 開陳 し て い 


る . RL, 色素 な き 血 球 内 原虫 の あっ た 事 は 確か で あ . 


0, それ は PL falciparum の 幼 着 型 に 似 て いる が 
piroplasma で あろ うと 見 て いる . 

GARNHAM (1950) は D R, B, Heisco より 贈ら 
tre ihe LT BEIT TREL, その 4 頭 同 似 の 血液 
感染 を 見 , その 重症 感染 例 の 肝 に 於 いて 無色 素性 の 赤 | 
外形 分 殖 体 Cexo-erythrocy tic Schizont) を 見 出し た .・ 

著者 は さき に 台湾 産 黒 肢 猿 CMacacus cyclopis) 及び 
台湾 産 リ ス に , 又, 登 倉 登 教授 と 共に 台湾 産 ム ササ ビ に , 
Hebatooystes 属 に 該当 する 原虫 ある を 指摘 し て 報告 し た 

が , 台湾 産 コ ウ モ リ 就 いて も る 本 種 原虫 の 調査 従事 


し , NG nee ee 


と 思わ れる 原虫 を 検出 し た 。. 


検査 材料 及び 検査 成績 : 
閣 六 は 貴 乳 動物 中 真 に 空中 を 自由 に 飛 落 する も の で 
あっ て , 翼 手 目 CC&zolge) 悦 し, 台湾 産 の も の は 2 


_ 亜 目 5 科 13 属 19 種 が 挙げ られ て いる 。 


著者 が 検査 に 供し た の は 先 き た 猿 , リス , ム サ サ 
ビ に 於 いて Hepatocysies を 検出 し た ウラ イ 地区 (海抜 
200 一 460m う の 山地 に し て Atyal RO と E 
っ て 捕獲 され た も の で ある . 即ち 

1, Harpiocephalus harpia harpia RERI 
(英国 名 う 


Hiry Winged Bat 

2. Maurina puta KISHIDA Se 
Formosan tube-nosed Bat (英国 名 ) 
SE K A a es CHAZ) 

3. Hipposideros armiger terasensis KISAIDA 
7S ie 
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表 1 
捕獲 年 月 日 | 検査 数 | 血液 感染 数 | 備 考 

A # 1960. 6. 30 | 45 頭 5 

B® 1964. 9. 22 | 25 H 3 
22 号 に 於 いて 12 核 の 無色 素性 分 裂 形 体 

C 6 1964. 10. 18 | 3 M is fare | 

D H 1964. 11. 30 | 19 頭 T 

E # 1966. 1. 28 | 26 頭 14 全 例 , AS RRMIE CH 2 


Armor bearer Horseshoe Bat (英国 名 ) 
ENS E 《日 本 名 ) 
その 他 で あっ て 捕獲 の 日 採血 と 同時 に 内 臓 殊 に 肝 , AB 
の 検査 を 行なっ た . 楽 色 は ギ ム サ 菜 色 を 用 いた . 
検査 成績 表 1 | 
血液 塗 抹 標本 に 於 いて 見 られ る も の は , TTHETE 
母体 に し て 分 殖 体 は 見 られ な か っ た が , C 群 22 号 に 於 
- いて 色素 を 有 し な い 12 核 の 分 裂 形体 1 個 を 見 た . 此 の 


_ 分 裂 形体 以外 は 生殖 母体 を 検出 する に 至ら な か っ た . 


雄性 生殖 母体 : 


棒 円 形 , 又は 円 形 を 呈し , 成熟 形 は 赤血球 より 大 で , 
原形 質 は 淡紅 色 , 核 は それ より 濃い 紅色 に 染まり , ME 


性 生殖 母体 の 核 よ り も 大 に し て 粗 。 境界 は 屋 々 不明 瞭 
_ で ある . 核 は 原虫 の 中 央 叉 は 周辺 に 偏在 すれ ども , £ 
O 湾 産 リス に 見 られ た 。 ”Hepatoeystes の 雄性 生殖 母体 
の 如く , 僧 帽 状 に な っ た も の や 喰 み 出し た も の は 見 ら 
れ な か っ た . 色素 は 茶褐色 で 或いは や や 黒 味 を 帯び る 
も の で あり , 散在 性 に し て 左 々 粗大 な も の と し て 核 の 
周辺 に な らぶ 事 が ある . COB, 核 は 性 も 明か る い 暑 
の 中 に 位 す る 様 に 見 える . 桜 と 原形 質 の 境界 は 著 明 で 
な く 徐 々 に 移行 し て いる , 

雌性 生殖 母体 : 


双 円 形 又は 正 円 形 に し て 成熟 形 は 赤血球 より 大 きい . 


原形 質 は 紫 紅 色 で あっ て , 核 は 真紅 , 点 状 で 原虫 の 中 
央 又は 周辺 に 位 する . 核 の 境界 は 著 明 で ある . 色素 は 


黒色 粗大 で あっ て , 平等 に 散在 し , 核 の 周辺 で は 明か 


る い 暑 を 形成 する . 

生殖 母体 は 虫 体 が か な り 充 実 せ る も の の 如く , 赤 血 
球 の 崩壊 或いは 溶血 せる 塗 抹 標本 に 於 いて も , ESE 
の 原虫 の 原形 を 保つ 事 が 展 々 見 られ る . H, 赤血球 内 
(て ある 幼 若 形 殊 に 輪状 形 の 様 な も る の を 検出 する 機会 に 
恵まれ な か っ た が , と れ は MANWELL も 指摘 し て いる 
様 に 原虫 の 幼 若 時 期 に 於 いて は 原形 質 は 非常 に うす ぐ 
染色 され , 情 々 核 の み が 原 虫 の 主 な 部 分 と し て 染まっ 

て いる 為 で あろ う . 


生殖 母体 は 流血 中 に 遊離 の 形 に 在 在 す る も の が 多数 
あり , X, 一 般 に 原虫 感染 度 は 極め て うす か っ た . 
無色 素性 分 裂 形体 : | | 
生殖 母体 の 他 に C 群 22 号 に 於 いて 12 核 の 無色 素性 分 
有形 体 を 検出 し た . 原虫 は 赤血球 より 大 に し て 〈8.0 - 
gー10.0 み ) 流血 中 に 遊離 し て いる . 一 端 や や 笑 れ る 
卵 円 形 を 星 し , 原形 質 は 平等 I に 淡 青 に 染色 され , ZA 


. 1 個 を 有 し て いる . 各々 の 核 は 真紅 に 染まり , 大 小竹 


々 (こし て その 差異 が 著しく , 最大 な も の は 正 円 形 で 辺 
緑 は 明確 に 鋭 で ある が , 小 な る も の は 不定 形 で 辺 縁 も 
乱れ て いる . AMV 7) TRBRODPRBOKORE IE. 
か な り 趣 き に ひら き が 感 ぜ られ る , 3 
考察 及び 結論 : 
1 ) 著者 は 台湾 産 蓄 幅 に 於 ける マラ リア 感染 を 確認 


- する 事 に 成功 し た . 


2) 检查 记 供 L PoP oO, その 中 マラ 
リア 感染 を 認め た 3?3 種 を 同定 する と と が 出来 た . 即ち 
1. Harpiocephalus harpia harpia KSEE 


Hairy Winged Bat l (英国 名 ) 

2 ` Murinia puta KISHIDA 7 fa He 
Formosan tube-nosed Bat (英国 名 ) 
EK A ta (日 本 名 ) 

3 Hipposideros armiger rasensiste KISHIDA 
TARRE 
Aromor bearer Horseshoe Bat (英国 名 ) 
Ee Ss a (日 本 名 ) 


此 等 は すべ て ウラ イ 山 地区 の 山 の 洞穴 より 捕獲 し た 
も の で ある が , 著者 は , と れ よ り 先 , 市 街 及 び 郊 外 の 
家屋 に 住む 帳 中 14 頭 を 調査 し た が , マラ リア 感染 の 検 
査 は すべ て 陰性 に 終っ た . ウラ イ 山 地区 で も る 山 深く 入 
る 程 そ の 検出 率 は 高かっ た . と これ は 昆虫 媒介 を 追 完 す 
る 上 に だ 投 いて 多少 の 参考 と な る で あろ う . 

3 ) 検出 され た 原虫 は すべ て 生殖 母体 で 色素 を 持っ 
ERIE, TKN, 又は 分 裂 形体 は 見 られ な か っ 


た . 此 の 事 は 先 に 著者 が 台湾 流 , リス , Artech 


| 
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いて 検出 し た Hegatocystes か ら 学 び 得 た 知見 に よー 
_ っ て 本 種 原虫 が 万 @gzocyszes 人 属す る も の で あろ 


うと 言う 推定 へ の 暗示 を 与え る も の で ある . 

4 ) C 群 22 号 に 於 いて 検出 し た 1 個 の 無色 素性 12 核 
の 分 裂 形 体 に 就 い て 一 一 と れ と 類似 の 原虫 は 従来 各地 
の 研究 者 に より 凡 玉 の マラ リア 感染 血液 標本 中 に も 多 
数 同時 (に 検出 され た も の で ある が と の 種 の 知見 不備 の 
為 , 尚 その 同定 は 明らか で な い 〈 例 えば Dionisi 及び 
Manwell 等 ) Manwell は Dionisi の 見 た 無色 素性 
赤血球 内 寄生 原虫 を むし ろ Piroplasma で あろ うと 
述べ て いる が , 著者 は 146 頭 の 台湾 産 六 帳 を 検査 し , 
その 中 マラ リア 感染 を 有する 397 頭 に 就 いて 精査 し , 僅 
か に その 1 頭 CC 群 22 号 ) に 唯 1 個 の 無色 素性 12 核 の 
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分 人 形体 を 検出 し た も の で あっ て , 成 書 に 記載 され た 
Firoplasma の 特徴 を 裏づけ る 確定 的 な 形態 学 上 の 所 - 
見 を 得る に 至っ て いな い . LORE 虫 の 同定 に 就 い - 
て は と れ を 保 留 す る と と が 妥 当 で ある が , し か し , 
Hepatocystes 感染 の 可能 性 は 考え られ る . 
5 ) 騙 六 の マラ リア に 就 いて は 世界 各地 か ら 既 に 多 - 
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Fig 1 


Fig 2 
雌性 生殖 母体 


Fig 3、 
CC #225) 
SEE FRED BIA 
( 核 12 個 、 空 泡 1 个 见 元 SD 


